
   
 プレスリリース 

2025 年 12 月 4 日 

報道関係各位 

 

NTT ドコモビジネスとダッソー・システムズ、 
IOWN®を活用し世界で初めて 3DCAD を用いた遠隔共同

作業の実証に成功 
～あらゆる産業における 4D デジタルツイン活用 

への一歩～ 
 

• NTT ド コ モ ビ ジ ネ ス と ダ ッ ソ ー ・ シ ス テ ム ズ は 、 IOWN® APN を 活 用 し た

3DEXPERIENCE プラットフォームのデスクトップアプリケーション上で、世界で初め

て製品開発におけるリアルタイムな 3DCAD の遠隔共同作業の実証に成功 

• IOWN® APN を活用し、データを非圧縮かつ低遅延で送信することで、タイムラグのな

い 3D モデルや PLM ソリューションを使ったスムーズな遠隔共同作業が可能 

• ダッソー・システムズは IOWN Global Forum への正式加入を通じて、IOWN®の 4D デ

ジタル基盤®の多分野展開に向けた協業体制を強化 

 

TOKYO, Japan — 2025 年 12 月 4 日 — NTT ドコモビジネス株式会社（旧 NTT コミュニケー

ションズ株式会社、以下 NTT ドコモビジネス）とダッソー・システムズ（Euronext Paris: 

FR0014003TT8、DSY.PA 、以下ダッソー・システムズ）は IOWN® APN※1 を活用し、世界で

初めて製品開発におけるリアルタイムな 3DCAD の遠隔共同作業（以下 本実証）に成功しまし

た。本実証は、ダッソー・システムズの 3DEXPERIENCE プラットフォーム※2 を活用した設計

業務において、3D 設計や PLM※3 ソリューションに関するデータを高速かつ低遅延に同期する

ことにより、離れた場所でもまるで同じ場所にいるかのようなスムーズな共同作業を実現しま

した。これにより、製造業界を中心にこの成果を活かし、生産性向上を図るとともに、今後は

IOWN® APN をはじめとした AI-Centric ICT プラットフォーム構想※4 とダッソー・システムズの

技術を融合させ、IOWN®構想の一つである 4D デジタル基盤®※5の実現を通じて産業全体のイノ

ベーションにつなげていきます。 

 

１．背景 

近年、製造業界などでは 3DCAD※6 を用いた 3D 設計が一般的になり、数 GB から数十 GB にお

よぶ大容量データを扱うことが不可欠です。また、このような 3D 設計に関するデータは圧縮

することが難しく、3DCAD で設計された大容量の 3D モデルを遠隔地の作業者間でリアルタイ

ムに共有しながら共同作業を行うことは従来のネットワークでは困難でした。その結果、設計

レビューを実施するためには、関係者が対面で集まる必要があり、移動コストや時間が課題と

なっていました。このような課題を踏まえ、NTT ドコモビジネスとダッソー・システムズは

3DCAD を用いた設計業務において、IOWN® APN を活用し、データを非圧縮かつ低遅延で送信

することで、従来は困難であったタイムラグのない 3D モデルや PLM ソリューションを使った

スムーズな遠隔共同作業が可能であることを確認しました。 

https://www.ntt.com/index.html
https://www.3ds.com/ja/


 

 

２．本実証について 

本実証では、武蔵野市にある東京第 11 データセンターと大手町プレイスにある OPEN HUB 

Park※7 を IOWN® APN で接続し、ダッソー・システムズの 3DEXPERIENCE プラットフォーム

を用いて遠隔共同編集を行いました。武蔵野市側には、3DCAD の同一モデルをリアルタイムに

共有・編集できる 3DEXPERIENCE プラットフォームのデスクトップアプリケーションと

3DCAD データを格納する 3DEXPERIENCE プラットフォームのサーバー、大手町プレイス側

に作業者の PC として 3DEXPERIENCE プラットフォームのデスクトップアプリケーションを

設置しました。この 2 拠点間で、数千から数万個におよぶ大容量、高精細かつ複数種類の

3DCAD データや PLM データをサーバーからダウンロードし、3DCAD を用いた共同編集の検証

を行いました。 

 

その結果、同一ビル内でサーバーと作業者の PC を接続した場合と比較し、ほぼ同等のパフォ

ーマンスで共同作業が行えることを確認しました。また、3DCAD にて編集可能な環境が同期さ

れる時間を計測したところ、従来のインターネット経由と比べ、速度が最大約 500％向上し、

ほぼ遅延のないスムーズなリアルタイム同期作業が可能であることを確認できました。これに

より、まるで同じ空間で作業しているかのようなスムーズな共同作業が可能になりました。 

 

本実証のイメージ 

 

３．各社の役割 

NTT ドコモビジネス： 

・本実証におけるインフラ環境の構築・提供 

・東京第 11 データセンターと OPEN HUB Park 間をつなぐ IOWN® APN の提供 

・3DCAD サーバーとクライアント機能を担うハードウェア機器の提供 

 

ダッソー・システムズ： 

・3DCAD を活用した 3D 設計環境の構築 

・3DCAD サーバーおよびクライアントのソフトウェア構築・設定 

・IOWN® APＮの接続におけるソフトウェアの有効性検証 

 

 

４．今後の展開 



 

本実証は製造業界を起点としていますが、今後は IOWN®構想が実現する多様なユースケース

への展開を視野に入れ、産業全体のイノベーションを促進する取り組みを共に加速していきま

す。加えて、ダッソー・システムズは、IOWN Global Forum※8 への正式加入を通じて、IOWN®

の 4D デジタル基盤®の多分野展開に向けた協業体制を強化します。さらに、ダッソー・システ

ムズが「3D UNIV+RSES（3D ユニバース）※9」のもと、IOWN® APN を含め AI-Centric ICT プ

ラットフォームを活用することで、両社は知識とノウハウの基盤を共有し、データセンター、

IoT、GPU などを組み合わせ、あらゆる産業のデジタルツインを支えるプラットフォームの実

現をめざします。 

 

 

※1：IOWN® APN とは、NTT が提唱するオールフォトニクスネットワーク（APN）の一環で、従来の電気信号では

なく光信号を用いて超低遅延かつ高速な通信を実現する次世代のネットワーク技術です。「IOWN®」は NTT 株

式会社の商標または登録商標です。 

※2：3DEXPERIENCE プラットフォームとは、ダッソー・システムズの包括的なビジネスプラットフォームで、3D

設計やシミュレーション、コラボレーション、製品ライフサイクルマネジメント（PLM）アプリケーションな

どを統合し、企業のあらゆる部門にわたり一元的に支援するソリューションです。 

※3：PLM とは、製品の企画段階から設計、製造、保守運用に至るまで、製品の全ライフサイクルを通じて情報を一

元管理し、効率的に運用するための手法やシステムのことです。 

※4：AI-Centric ICT プラットフォーム構想とは、企業が AI を活用して、生産性の抜本的改善、競争力強化やビジネ

スモデル変革を進める AI 時代に最適な次世代 ICT プラットフォーム構想です。詳細は以下のニュースリリース

をご確認ください。 

ニュース 2025 年 6 月 10 日:NTT Com、ゲットワークス、NTTPC が戦略的業務提携を締結｜NTT ドコモビジ

ネス 企業情報 

※5：4D デジタル基盤®とは、NTT が提唱する技術で、人やモノの位置や時間に関するリアルタイムデータを統合

し、都市インフラや交通など様々な分野での最適化や未来予測を可能にするプラットフォームです。 「4D デ

ジタル基盤®」は NTT 株式会社の登録商標です。 

※6：3DCAD とは、三次元空間で設計を行うためのコンピューター支援設計ツールで、立体的なモデルを作成し、

視覚化や検証、図面化などを効率的に行うことができます。 

※7：OPEN HUB Park とは、NTT ドコモビジネスが運営する共創ワークプレイスです。先端テクノロジー体験環境

や情報発信スタジオを備え、事業共創に向けたコミュニケーションを支援します。一般公開は行っておらず、

招待制にて運営しています。 

OPEN HUB について： https://openhub.ntt.com/ 

※8：IOWN Global Forum とは、NTT、インテル、ソニーが共同で立ち上げた国際的な業界団体で、IOWN 構想の実

現をめざし、光を活用した次世代ネットワーク技術の開発やユースケースの議論を行うためのフォーラムです 

※9：3D UNIV+RSES（3D ユニバース）とは、ダッソー・システムズが今年 2 月に発表した、3DEXPERIENCE プ

ラットフォーム上で複数の生成 AI を統合し IP ライフサイクル管理を実現する新たな体制です。「3D 

UNIV+RSES（3D ユニバース）」により、各業界のお客様は自社の高品質な 3D デザイン、バーチャルツイ

ン、PLM データなどを新たなバーチャル環境で最大限に活用でき、ビジネス変革を推進することができます。 

 

（以上） 

 

ダッソー・システムズとつながるソーシャル･アカウント    

Facebook LinkedIn YouTube 

https://www.ntt.com/about-us/press-releases/news/article/2025/0610_2.html
https://www.ntt.com/about-us/press-releases/news/article/2025/0610_2.html
https://openhub.ntt.com/
https://www.facebook.com/DassaultSystemesNippon
https://www.linkedin.com/company/dassaultsystemes/?originalSubdomain=jp
https://www.youtube.com/user/3dsjapan


 

 

ダッソー・システムズの 3DEXPERIENCE プラットフォーム、3 次元設計のソフトウェア、3D

デジタル・モックアップ、プロダクト・ライフサイクル・マネジメント（PLM）ソリューショ

ン等について、詳しくはホームページをご覧ください。   
 
ダッソー・システムズについて 

ダッソー・システムズは、人類の進歩を促進する役割を担う企業です。1981 年の設立以来、同社はバー

チャル世界を開拓し、消費者、患者、市民などすべての人々の現実世界をより良い方向へと導いてきま

した。ダッソー・システムズの 3DEXPERIENCE プラットフォームを通じて、あらゆる規模、業界の 37

万のお客様が協力し、製品やサービスを創出、製造することで持続可能な革新を生み出し、社会に対し

て意義のある影響をもたらすことができます。より詳細な情報はホームページ、

https://www.3ds.com/ja/（日本語）、https://www.3ds.com/（英語）をご参照ください。 

 

 

NTT ドコモビジネス株式会社について 

NTT コミュニケーションズ株式会社」は 2025 年 7 月 1 日に社名を「NTT ドコモビジネス株式会社」に

変更しました。私たちは、企業と地域が持続的に成長できる自律分散型社会を支える「産業・地域 DX

のプラットフォーマー」として、新たな価値を生み出し、豊かな社会の実現をめざします。  

https://www.ntt.com/about-us/nttdocomobusiness.html 

 

ダッソー・システムズ 報道関係者お問い合わせ先 

ダッソー・システムズ株式会社 広報 山口令奈  

E-mail: reina.yamaguchi@3ds.com    

TEL: 03-4321-6650 

 

ダッソー・システムズ株式会社 広報代理 

ホフマンジャパン株式会社 

E-mail: 3DS_PR_JP@hoffman.com   

TEL: 03-5159-5750 

 

NTT ドコモビジネス株式会社 本件に関するお問い合わせ先 

イノベーションセンター 

IOWN 推進室 

iown@ntt.com  

 

NTT ドコモビジネス株式会社 本件に関する報道関係者お問い合わせ先 

経営企画部広報室  

pr-cp@ntt.com  

https://www.3ds.com/ja/
https://www.3ds.com/ja/
https://www.3ds.com/
https://www.ntt.com/about-us/nttdocomobusiness.html
mailto:reina.yamaguchi@3ds.com
mailto:3DS_PR_JP@hoffman.com
mailto:iown@ntt.com
mailto:pr-cp@ntt.com

